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浄土真宗の宗風・・現世祈祷や、まじないを行わず、占いなどの迷信にたよらない
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彼 岸 会 法 座

３月２２日（土）
おつとめ　

おはなし

午後１時３０分

午後２時

【講師】　大阪教区法栄寺前住

小林顯英先生
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　１月９日午後４時より藤田徹文先生（備後教区・

光徳寺前住）をお迎えして、恒例の新春法座が開催

されました。

　今年は、歎異抄第２章に出てくる往生極楽の道に

ついて、「往生とはどういうことか？、極楽とはど

ういうことか？」というお話をしていただきました。

　当日は厳しい寒さにもかかわらず、３０名の参拝

者がありました。ご参拝頂いた方々に改めてお礼を

申し上げます。ようこそお参りいただきました。　

【講演主旨】

「往生極楽」とは極楽に往生するという意味ですが親鸞聖人は「極楽」という言い方はなさら

ずに、「無
むりょうこうみょうど

量光明土」と仰っています。「限りのない光の世界」ということです。

光とは「親の七光」という言葉があるように、私を支え、導き、護って下さるものです。無

量光明土とはそのようなハタラキが数限りなくある世界ということです。

お念仏の教えに出遭い、信心をいただく（目覚める）と、この世界が無量光明土であること

に目覚めるのです。つまり私たちはすでに、無量光明土に包まれ生かされていることに気づ

かされるのです。この世界はあらゆるものが一つ如しに繋がっており、それが大きなハタラ

キとなってあらゆるいのちを生かし続けているのです。

その事実に目覚めると、当然のことながら私たちの心に無上の喜び（「歓
か ん ぎ

喜」）が生まれてき

ます。ところが一方では、生かされていながらそのこと喜ぼうとしない、そんな愚かな我が

身にも目覚めるのです。そんな我が身に気づかされる時、恥じる心（「慚
ざ ん ぎ

愧」）が私たちに生

まれてきます。

この「歓喜と慚愧」の思いをもって人生を歩む、それが念仏者の人生です。

また、往生極楽の「往生」とは生きて往
い

くという意味と生まれて往
い

くという意味があります。

信心をいただくことによって、私たちは正定聚（間違いなく仏さまになる仲間＝菩
ぼ さ つ

薩）として、

この人生を生きて往
い

きます（往生）。そうして身命終（死）と同時に仏となって浄土に生まれ

て往
い

くのです（往生）。

新春法座つとまる

涅
お ね は ん

槃会のご案内

３月１５日（土）

１回目・・

２回目・・

３回目・・

　９時～１０時

１１時～１２時

１３時～１４時
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「愛媛県仏教婦人研修大会」盛大に行わる！

　好天に恵まれた２月２５日（火）、「愛媛県仏教婦人研

修大会」が伯方島にある開発総合センターで開催されま

した。

　今年は「お念仏の心　金子みすゞのこころ」と題して、

“ちひろ（歌手・作曲家）コンサート”が開かれました。

　童謡詩人・金子みすゞさんの詩ー「私と小鳥と鈴と」・

「星とたんぽぽ」・「大漁」等々ーに曲をつけ、作者のお

念仏の心や、ちひろさんご自身の味わいなどをやさしく語りながら、１０曲あまり歌っ

ていただきました。音楽と朗読という講演は殊の外、心に染み入り感動的でした。

　当日は愛媛県下より５００名の仏教婦人の皆さんが参加されました。光明寺からは

１５名参加いたしました。来年度は宇和島で開催される予定です。
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出版社　本願寺出版
著　者　岡橋徹栄（作）広中建次（画）
定　価　1050 円（税込）
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光明寺のホームページ

言葉のプレゼント

30
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21

検索

西 条 光 明 寺

南岳山光明寺

または

住 職 継 職 法 要

　５月２１日（水）
★法　要　　　11 時～ 12 時

　　　　　　　　　　　　本堂にて

★祝賀会　　13 時～ 15 時

　　　会場 : ベルフォーレ西条

予告


